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「
東
洋
画
」
と
し
て
の
花
鳥
図

―
十
九
―
二
十
世
紀
初
頭
の
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
け
る
日
本
人
画
家
の
活
動
を
通
し
て

―
井
戸　

美
里

は
じ
め
に

中
国
を
起
源
と
す
る
花
鳥
図
は
そ
の
吉
祥
性
に
よ
り
古
く
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
流
の
な
か
で
時
に
は
贈
答
品
と
し
て
、
時
に
は

貿
易
品
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
た
主
題
で
あ
る）

1
（

。
日
本
で
は
宋
元
時
代
の
中
国
絵
画
は
足
利
将
軍
家
に
お
い
て
積
極
的
に
蒐
集
が
行
わ

れ
、
東
山
御
物
と
し
て
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
様
式
や
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
日
本
の
画
家
に
も

影
響
を
与
え
て
き
た
。
一
方
で
、
そ
う
し
た
中
国
的
な
伝
統
に
基
づ
き
な
が
ら
屏
風
絵
と
し
て
展
開
を
遂
げ
た
日
本
の
花
鳥
図
は
、
中
国

や
朝
鮮
へ
の
贈
答
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
花
鳥
図
は
東
ア
ジ
ア
を
往
還
す
る
主
題
で
あ
っ
た）

2
（

。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
花
鳥
図
に
つ
い
て
、
朝
鮮
美
術
と
の
交
流
の
視
点
か
ら
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』
展）

3
（

や
『
花
鳥
画
』
展）

4
（

に
出
品
さ
れ
て
い
た
作
品
群
は
日
朝
交
流
に
つ
い
て
再
検

討
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
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日
朝
交
流
に
つ
い
て
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
外
交
上
の
贈
答
品
と
し
て
日
本
か
ら
朝
鮮
に
贈
ら
れ
た
屏
風
絵
の
存
在
で
あ

る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
前
近
代
に
お
け
る
花
鳥
図
の
交
流
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
と
も
に
文
献
に
よ
る
記
録
と
現
存
作
品
に

つ
い
て
考
察
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
花
鳥
図
の
交
流
は
決
し
て
一
方
向
的
な
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
形
を
変

え
て
近
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
国
や
朝
鮮
の
美
術
が
日
本
美
術
に
与
え
た
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
十
九
―
二
十
世
紀
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
花
鳥
図
に
日
本
の
屏
風
絵
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
近
年
、
朝
鮮
美
術
史
の

研
究
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
時
代
中
期
に
遡
る
よ
う
な
花
鳥
図
の
遺
品
は
少
な
い
た
め
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

で
き
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
多
く
の
花
鳥
図
が
現
存
す
る
十
九
―
二
十
世
紀
初
頭
の
朝
鮮
の
宮
廷
画
壇
に
お
け
る
花
鳥
図
制

作
の
実
態
を
確
認
し
、
一
九
一
〇
年
前
後
の
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
け
る
日
本
人
画
家
の
活
動
に
光
を
当
て
る
。
お
そ
ら
く
日
韓
併
合
以
前
に

お
い
て
日
本
人
画
家
が
朝
鮮
の
宮
廷
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
資
料
的
な
限
界
も
あ
る
が
、
朝
鮮

美
術
に
お
け
る
近
年
の
研
究
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
特
に
筆
者
が
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
朝
鮮
の
宮
廷
で
受
容
さ
れ
た
花
鳥
図
に
つ

い
て
日
本
人
画
家
の
関
与
と
と
も
に
そ
れ
ら
が
「
東
洋
画
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、
花
鳥
図
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
交
流
史　

贈
答
品
と
し
て
の
花
鳥
図

日
本
で
は
、
十
五
世
紀
に
は
画
中
画
や
文
献
資
料
か
ら
花
鳥
の
金
屏
風
が
存
在
し
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
贈
答
品
と
し

て
中
国
や
朝
鮮
へ
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
久
し
い）

5
（

。
実
際
に
こ
の
時
期
に
中
国
や
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
の

花
鳥
図
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
当
時
の
記
録
に
は
、
狩
野
元
信
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
鶴
亀
松
竹
鴛
鴦
鴨
小
鳥
」「
月
日
桐
孔
雀
鳳
凰
」
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「
松
楓
柳
桜
小
鳥
」
な
ど
の
〈
花
鳥
〉
の
金
屏
風
が
中
国
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
「
絵
何
モ
花
鳥
、
人
形
一
向
禁
之
」（『
至
大

唐
御
進
物
別
幅
分
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
題
と
し
て
は
花
鳥
図
で
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
様
子
も
窺
わ
れ
る）

6
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
朝
鮮
へ
贈
ら
れ
た
屏
風
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た）

7
（

。
贈
朝
屏
風
の
例
は
、
世
宗
二
十
五
年
（
一
四
四
三
）
の
「
塗

金
彩
花
屏
風
」
を
嚆
矢
と
し
て
慣
例
化
し
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
「
貴
国
画
屏
画
扇
、
製
造
甚
精
」（『
朝
鮮
実
録
』
世
祖
三
年
（
一
四
五

七
）
十
一
月
己
巳
の
条
）
や
「
汝
国
王
所
送
花
與
屏
風
甚
好
」（『
朝
鮮
実
録
』
世
祖
十
四
年
（
一
四
六
八
）
三
月
乙
亥
の
条
）
に
記
さ
れ

る
よ
う
に
、
日
本
の
金
屏
風
が
重
宝
さ
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
、
主
題
と
し
て
は
花
鳥
図
が
好
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
成
宗
十
八
年
（
一

四
七
八
）
に
は
、
大
内
政
弘
が
「
鶴
松
図
」
の
金
屏
風
を
贈
っ
た
こ
と
も
記
録
に
残
り
、
こ
の
よ
う
な
〈
花
鳥
〉
の
金
屏
風
の
制
作
に
は

多
く
の
場
合
、
狩
野
派
の
絵
師
が
携
わ
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
以
降
に
な
る
と
、
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
に
も
調
進
さ
れ
、
画
題
は
花
鳥

図
に
限
ら
ず
多
様
化
し
、
数
も
一
度
に
二
十
双
贈
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

8
（

。

十
七
世
紀
以
前
に
中
国
や
朝
鮮
に
実
際
に
贈
ら
れ
た
屏
風
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
狩
野
元
信
筆
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」

（
六
曲
一
双
、
白
鶴
美
術
館
蔵
）
や
狩
野
松
栄
筆
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
白
鶴
美
術
館
蔵
）
は
、
か
つ
て
中
国
や
朝
鮮
の
宮

中
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
〈
花
鳥
〉
の
金
屏
風
を
彷
彿
さ
せ
る
作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
贈
朝
屏
風
の
例
と
し

て
は
、
狩
野
友
甫
宴
信
筆
「
刈
田
雁
秋
草
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
一
七
四
八
年
、
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
）【
図
1
】
や
狩
野
梅
笑
師
信

筆
「
牡
丹
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
、
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
）【
図
2
】
が
あ
り
、
前
者
は
寛
延
元
年
（
延
享
五
、
一
七
四
八
年
）
に
朝
鮮

に
贈
ら
れ
、
紙
中
に
は
一
七
五
一
年
の
英
祖
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る）

9
（

。
後
者
は
、
明
和
元
年
に
朝
鮮
の
使
節
に
遣
わ
し
た
「
牡
丹
・
菊

に
流
水
図
」
の
う
ち
一
隻
と
さ
れ
る）

10
（

。
牡
丹
は
朝
鮮
半
島
で
は
宮
廷
に
お
い
て
最
も
珍
重
さ
れ
た
花
で
あ
り
、
国
家
の
太
平
を
祈
願
し
宮

中
儀
式
や
婚
礼
の
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も）

11
（

、
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
金
地
の
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【図１】狩野友甫宴信「刈田雁秋草図屏風」（1748年、韓国国立古宮博物館）

【図２】狩野梅笑「牡丹図屏風」（1762年、韓国国立古宮博物館蔵）
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背
景
に
〈
花
鳥
〉
を
配
し
た
屏
風
は
、
日
本
と
同
様
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
宮
中
の
儀
礼
な
ど
晴
れ
の
場
を
彩
る
に
適
切
な
調
度
で
あ
っ
た

の
だ
。

こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
贈
答
品
と
し
て
の
花
鳥
図
は
こ
れ
ま
で
は
日
本
か
ら
中
国
や
朝
鮮
へ
と
い
う
一
方
向
的
な

ベ
ク
ト
ル
で
捉
え
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
朝
鮮
か
ら
も
中
国
や
琉
球
な
ど
に
贈
ら
れ
て
お
り）

12
（

、
ま
さ
に
東
ア
ジ
ア
の
国
々
を

越
境
し
て
い
く
存
在
で
あ
っ
た
。
現
在
、
パ
リ
の
ギ
メ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
春
日
松
鹿
図
」
と
「
秋
夜
竹
鶴
図
」【
図
3
】
も
か
つ
て

は
朝
鮮
か
ら
徳
川
家
に
贈
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

13
（

。〈
松
〉〈
鹿
〉〈
鶴
〉〈
竹
〉
な
ど
は
吉
祥
的
な
意
味
を
持
っ
て

お
り
、
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
共
有
さ
れ
る
に
相
応
し
い
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

二
、
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
け
る
花
鳥
図
と
金
屏
風

花
鳥
図
は
そ
の
吉
祥
性
か
ら
宮
中
に
お
い
て
は
出
産
や
婚
礼
、
ひ
い
て
は
、
葬
送
な
ど
の
儀
礼
の
場
に
お
い
て
も
重
宝
さ
れ
る
主
題
で

あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
〈
鶴
〉
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
長
寿
や
仙
境
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
と
り
わ
け
好
ん
で
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

徽
宗
「
瑞
鶴
図
巻
」
は
、
そ
の
こ
と
を
如
述
に
表
し
て
い
る
。
本
作
品
は
、
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
の
旧
暦
正
月
、
宮
城
に
二
十
羽
の

丹
頂
鶴
が
舞
い
降
り
た
と
い
う
瑞
祥
を
描
き
、
為
政
者
の
治
世
を
寿
ぐ
図
像
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）

14
（

。
さ
ら
に
〈
鶴
〉
は
、
中
国
で
は
一
品

の
文
官
の
装
束
に
施
さ
れ
る
図
像
で
あ
り
、「
一
品
当
朝
」
の
「
朝
」
と
「
潮
」
が
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
波
間
の
岩
で
羽
を
休
め
る
鶴
を

描
く
様
子
【
図
4
】
を
連
想
さ
せ
、
吉
祥
的
な
文
様
と
し
て
広
く
描
か
れ
て
き
た
。
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【図３】「春日松鹿図」「秋夜竹鶴図」（17世紀、ギメ美術館蔵）
Photo(c)MNAAG, Paris, Dist. RMN-Grand Palais/Thierry Ollivier/distributed by 

AMF
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【図４】野崎誠近『吉祥図案解題』より「一品当朝」
ゆまに書房、2009年（初出は中国土産公司、1928年）
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吉
祥
画
と
し
て
の
花
鳥
図　
　
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
を
中
心
と
し
て

朝
鮮
の
宮
廷
に
お
い
て
も
〈
鶴
〉
は
様
々
な
場
に
お
い
て
描
か
れ
て
き
た
。
特
に
無
病
息
災
や
長
寿
と
関
わ
る
吉
祥
的
モ
テ
ィ
ー
フ
を

組
み
合
わ
せ
て
描
い
た
「
十
長
生
図
」【
図
5
】
や
そ
の
う
ち
〈
波
〉〈
鶴
〉〈
桃
〉
な
ど
と
と
も
に
海
辺
に
焦
点
を
当
て
て
描
い
た
「
海
鶴

蟠
桃
図
」
は
朝
鮮
美
術
の
な
か
で
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
中
国
で
定
着
し
て
い
た
為
政
者
の
治
世
を
寿

ぐ
と
い
う
王
権
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
つ
つ
、
朝
鮮
王
朝
に
お
い
て
描
か
れ
る
「
十
長
生
図
」
や
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
に
は
王
朝
の
末
永

い
安
寧
を
願
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
描
き
継
が
れ
て
き
た
。

「
十
長
生
」
は
不
老
長
生
を
意
味
す
る
〈
日
〉〈
月
〉〈
山
〉〈
水
〉〈
鶴
〉〈
亀
〉〈
松
〉〈
竹
〉〈
鹿
〉〈
霊
芝
〉
な
ど
十
種
類
で
、
そ
の
ほ

か
に
も
〈
雲
〉
や
〈
桃
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
組
み
合
わ
せ
も
一
律
で
は
な
い
。
中
国
の
道
教
や
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
が
、

十
種
類
を
合
わ
せ
て
画
面
を
構
成
す
る
の
は
朝
鮮
美
術
の
特
色
と
さ
れ
る
。
朝
鮮
時
代
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
制
作
さ
れ
、
高
麗
末
期

に
は
王
室
に
お
い
て
も
愛
好
さ
れ
、
無
病
息
災
、
長
寿
や
国
家
繁
栄
の
礎
を
意
味
し
、
婚
礼
な
ど
の
慶
事
の
場
で
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
「
十
長
生
図
」
の
吉
祥
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
は
、「
十
長
生
図
屏
風
」（
十
曲
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
博
物
館
蔵
）
の
存
在
で
あ
る
。

天
然
痘
に
か
か
っ
た
王
世
子
の
回
復
を
祝
う
宴
（
一
八
七
九
年
十
二
月
二
一
日
）
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る）

15
（

。
現

存
作
例
と
し
て
は
十
九
―
二
十
世
紀
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
朝
鮮
中
期
に
遡
る
「
十
長
生
図
」
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
板
倉
聖

哲
氏
に
よ
り
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
と
推
察
さ
れ
る
作
例
が
報
告
さ
れ
た）

16
（

。

で
は
次
に
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。「
十
長
生
図
」
が
十
種
類
の
長
生
物
を
一
つ
の
画
面
に
総
合
し
て
長
寿
の
意
味
を

強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
海
鶴
蟠
桃
図
」
は
仙
人
の
居
す
る
聖
な
る
空
間
を
形
象
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
象
徴
性
が
示
さ
れ
て
い

る）
17
（

。
波
間
の
岩
に
立
つ
〈
鶴
〉
が
西
王
母
を
想
起
さ
せ
る
三
千
年
に
一
度
し
か
実
ら
な
い
〈
蟠
桃
〉（
不
老
不
死
を
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
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桃
）
と
と
も
に
描
か
れ
る
。「
仙
境
図
」（
伝
蘭
谷
、
韓
国
国
立
中
央
博

物
館
蔵
）【
図
6
】
は
、
現
存
作
品
の
な
か
で
ご
く
初
期
の
例
と
考
え
ら

れ
る
が
、
中
国
の
「
一
品
当
朝
」
を
暗
示
す
る
波
間
の
〈
鶴
〉
と
無
縁

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
た
と
え
ば
明
の
呂
健
筆
「
崑
崙

松
鶴
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）【
図
7
】
や
清
の
沈
南
蘋
や
南
蘋
派

の
作
品
【
図
8
】
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
仙
境
を
描
く
中
国
絵
画
を
基
に

展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

朝
鮮
王
室
と
「
海
鶴
蟠
桃
図
」

―
日
本
の
金
屏
風
と
の
関
わ

り
か
ら

「
仙
境
図
」
が
高
さ
九
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
比
較
的
小
規
模
な
作
品
で

あ
る
の
に
対
し
、
次
に
論
じ
て
い
く
二
つ
の
「
海
鶴
蟠
桃
図
」（
ホ
ノ
ル

ル
美
術
館
蔵
【
図
9
】
お
よ
び
デ
イ
ト
ン
美
術
館
蔵
【
図
10
】）
は
、
高

さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
す
屏
風
で
あ
る
。
前
者
に
は
、
画
中
の
書
き
入
れ）

18
（

か
ら
一
九
〇
二
年
に
、
五
十
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
高
宗
の
た
め
に

依
頼
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
【
図
９）

19
（

】。
伝
統

的
な
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
け
る
技
法
に
加
え
、
画
面
の
半
分
以
上
を
占
め

【図５】「十長生図」（韓国国立中央博物館蔵）
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【図６】「仙境図」（韓国国立中央博物館蔵）
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【図７】呂健「崑崙松鶴図」（明時代、東京国立博物館）
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【図８】「双鶴棒寿図」（沈南蘋、長崎県立文化博物館蔵）
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る
図
案
的
な
金
箔
に
よ
る
雲
は
、
日
本
の
金
屏
風
の
影
響

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

20
（

。
先
の
「
仙
境
図
」
に
も
画

面
の
背
景
に
金
泥
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
金

箔
の
使
用
に
よ
る
金
雲
表
現
は
伝
統
的
な
朝
鮮
絵
画
に
は

見
ら
れ
ず
、
古
く
か
ら
日
本
の
贈
答
品
と
し
て
流
入
し
て

い
た
金
屏
風
の
技
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
早
く
も
十
五
世
紀
に
は
「
松
鶴
図
」

の
金
屏
風
が
朝
鮮
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
影
響
関

係
を
想
定
す
る
こ
と
は
無
理
な
話
で
は
な
い
。
実
際
、
朝

鮮
の
宮
廷
に
お
い
て
活
躍
し
た
金
弘
道
の
作
と
伝
え
ら
れ

る
「
金
鶏
図
屏
風
」
は
、
金
屏
風
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

日
本
の
屏
風
に
倣
っ
て
制
作
し
た
こ
と
が
後
世
の
記
録
に

よ
り
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
多
く
渡
っ
て
い
た
狩

野
派
の
花
鳥
図
を
彷
彿
と
さ
せ
る）

21
（

。
ま
た
、
よ
り
直
接
的

な
影
響
関
係
は
、
こ
れ
ら
の
屏
風
が
制
作
さ
れ
た
十
九
世

紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
、
日
本
人
の
画
家
た
ち
と
の
交

流
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節

【図10】「海鶴蟠桃図」（デイトン美術館蔵）

【図９】「海鶴蟠桃図」（ホノルル美術館蔵）
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に
お
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
金
箔
を
使
用
し
た
作
品
は
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
の
作
品
一
点
し
か
見
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
な
か
、
筆
者
が
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
た
デ
イ
ト
ン
美
術
館
蔵
の
花
鳥
図
【
図
10
】
は
、
こ
れ
ま
で
清
の
乾
隆
帝
の
頃
に
制
作
さ
れ
た
中
国
絵
画
と
さ
れ
て
き
が
、

「
海
鶴
蟠
桃
図
」
と
い
う
題
名
を
付
す
の
が
適
当
な
朝
鮮
絵
画
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

22
（

。
も
と
は
十
二
曲
の
屏
風
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
現
状

は
六
枚
の
パ
ネ
ル
に
改
装
さ
れ
た
状
態
で
伝
来
し
て
い
る
。
絹
地
に
金
箔
を
施
し
た
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
す
巨
大
な
金
屏
風
で
あ
る

が
、
金
箔
の
大
き
さ
が
日
本
の
金
屏
風
に
施
さ
れ
る
そ
れ
と
比
較
す
る
と
か
な
り
小
さ
い
。
屏
風
の
右
端
と
左
端
に
〈
松
〉
を
配
置
し
、

現
状
右
か
ら
一
枚
目
の
パ
ネ
ル
上
方
に
は
〈
旭
日
〉【
図
10
―
1
】
を
、
前
景
の
水
景
描
写
の
な
か
に
〈
桃
〉【
図
10
―
2
】
と
さ
ま
ざ
ま

な
姿
態
の
〈
鶴
〉【
図
10
―
3
】
を
配
置
し
、
一
見
や
ま
と
絵
屏
風
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
構
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
金
箔
は
、
雲
で
は
な

く
、
背
景
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
作
例
は
、
本
作
品
以
外
に
は
例
が
な
く
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
の
「
海

鶴
蟠
桃
図
」（
一
九
〇
二
年
）
と
合
わ
せ
て
、
朝
鮮
美
術
に
お
け
る
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
は
神
仙
思
想
や
長
寿
を
願
う
吉
祥
性
か
ら
も
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
た
画
題
で
あ
り
、

こ
こ
で
見
て
き
た
作
品
以
外
に
も
、
火
災
で
焼
け
た
慶
運
宮
（
璿
源
殿
）
再
建
に
際
し
て
、
一
九
〇
一
年
に
、
主
壁
に
設
け
ら
れ
る
五
峯

屏
風
七
隻
、
牡
丹
屏
風
二
十
八
隻
、
梅
花
障
子
二
隻
と
と
も
に
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）

23
（

。「
海
鶴
蟠
桃
図
」「
十

長
生
図
」
と
も
に
現
存
作
品
の
制
作
時
期
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
中
国
の
神
仙
思
想
を
基
軸
と
す
る

イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
朝
鮮
美
術
に
お
け
る
展
開
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
日
本
の
金
屏
風
の
技
法
を
も
取
り
込
む
こ
と
で
、
朝
鮮
の
宮

廷
を
荘
厳
す
る
に
相
応
し
い
様
式
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
屏
風
が
制
作
さ
れ
た
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
朝
鮮
の
宮
廷
画
壇
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
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あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
韓
併
合
の
前
後
の
朝
鮮
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
実
態
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

三
、
一
九
一
〇
年
前
後
の
朝
鮮
王
室
に
お
け
る
日
本
人
画
家
の
活
動
と
作
品

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
事
情
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
近

年
、
日
韓
併
合
以
前
に
お
い
て
も
日
本
人
の
画
家
た
ち
が
朝
鮮
の
宮
廷
絵
画
制
作
に
実
際
に
関
わ
っ
て
い
た
状
況
が
姜
玟
奇
氏
の
研
究
を

中
心
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る）

24
（

。
そ
う
し
た
画
家
の
な
か
に
は
、
日
本
で
の
活
動
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
も
多

い
た
め
、
現
存
作
品
を
通
し
て
研
究
を
す
る
に
は
限
界
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
画
家
の
足
跡
と
そ
の
作
例
を
検
討
す
る

こ
と
は
、
先
述
し
た
日
本
の
金
屏
風
の
影
響
を
受
け
た
作
品
に
つ
い
て
解
明
す
る
糸
口
と
な
る
か
も
し
れ
な
い）

25
（

。
以
下
、
日
本
人
画
家
が

朝
鮮
の
宮
廷
の
作
画
活
動
に
何
ら
か
の
形
で
従
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

徳
寿
宮
の
障
壁
画
制
作
と
天
草
神
来

最
も
早
く
朝
鮮
に
渡
っ
た
画
家
の
一
人
で
あ
る
天あ
ま

草く
さ

神し
ん

来ら
い

（
一
八
七
二
〜
一
九
一
七
）
は
、
一
八
九
五
年
に
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科

本
科
修
了
後
、
助
教
授
を
務
め
、
そ
の
間
に
「
羽
衣
」（
東
京
芸
術
大
学
蔵
）
を
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
現
在
、
東
京

大
学
駒
場
博
物
館
に
「
大
阪
夏
之
陣
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が）

26
（

、
作
品
は
あ
ま
り
多
く
残
さ
れ
て
お
ら
ず
画
業
に
つ
い
て
も
不
明
な
点

が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
朝
鮮
に
お
け
る
神
来
の
活
動
は
そ
の
画
業
の
み
な
ら
ず
当
時
の
日
本
人
画
家
と
朝
鮮
の
画
家
や
王
室
と
の
交
流
に

つ
い
て
考
え
る
う
え
で
も
非
常
に
興
味
深
い
。
神
来
は
、
一
九
〇
二
年
に
朝
鮮
に
渡
り
、
個
人
の
画
室
を
開
き
一
九
一
五
年
ま
で
滞
在
し
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【図10–1】「海鶴蟠桃図」（デイトン美術館蔵、部分）

【図10–2】 「海鶴蟠桃図」（デイトン美術館蔵、部分）
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【図10–3】「海鶴蟠桃図」（デイトン美術館蔵、部分）
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て
い
た
と
さ
れ
、
帰
国
し
て
二
年
後
に
亡
く
な
っ
た
。
一
九
二
二
年
に
朝
鮮
美
術
展
覧
会
が
開
始
さ
れ
た
折
に
は
、「
帰
去
来
辞
」
が
、
一

九
三
六
年
の
李
王
家
徳
寿
宮
美
術
館
に
「
武
将
対
月
」（
東
京
芸
術
大
学
蔵
）
が
展
示
さ
れ
た）

27
（

。

日
本
に
お
け
る
足
跡
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
な
か
、
朝
鮮
に
お
け
る
画
業
中
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
一
三
年
に
徳

寿
宮
の
障
壁
画
と
し
て
「
松
鶴
図
」
を
描
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う）

28
（

。
本
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
蔵
の
「
松
鶴
図
」

（
作
者
未
詳
）【
図
11
】
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
落
款
・
印
章
を
伴
っ
て
い
な
い
た
め
定
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
相
国
寺
伝
来

の
文
正
の
「
鶴
図
」
の
よ
う
な
中
国
の
古
画
に
由
来
す
る
〈
鶴
〉
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
応
用
し
、
日
本
の
大
広
間
な
ど
を
飾
る
金
碧
障
壁

画
の
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
る
。
背
景
に
金
粉
を
散
ら
し
、〈
波
〉
や
〈
鶴
〉
の
目
の
周
り
な
ど
に
も
金
泥
を
施
し
、
群
青
、
緑
青
、
胡
粉
な

ど
は
比
較
的
厚
く
塗
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
長
い
間
外
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
剥
落
も
激
し
く
絹
地
が
露
呈
し
て

い
る
部
分
も
多
い
。
一
方
で
、〈
松
〉
や
〈
岩
〉
の
描
き
方
に
は
ぎ
こ
ち
な
い
部
分
も
散
見
す
る
。
当
時
、
京
城
中
学
校
の
美
術
教
師
と
し

て
朝
鮮
に
滞
在
し
て
い
た
日
吉
守
の
回
顧
録
に
は
神
来
の
「
松
鶴
図
」
に
つ
い
て
「
金
泥
極
彩
色
の
絢
爛
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
線

の
少
な
い
せ
い
か
永
徳
や
山
楽
の
作
品
に
見
る
よ
う
な
迫
力
が
無
い
よ
う
に
思
う
。
兎
に
角
氏
は
腕
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
が
大
成
す
る
こ

と
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
は
惜
し
い
」
と
記
す）

29
（

。

神
来
の
花
鳥
図
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
本
人
が
制
作
に
携
わ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
時
代
の
日
吉
の
証
言
も
ふ

ま
え
る
な
ら
ば
、
古
宮
博
物
館
に
移
管
さ
れ
る
前
は
徳
寿
宮
の
徳
弘
殿
を
飾
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
の
「
松
鶴
図
」
の
制
作
に
、
何
ら
か

の
形
で
神
来
が
関
与
し
た
蓋
然
性
は
高
い
。
画
室
も
開
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
朝
鮮
王
室
に
お
い
て
絵
画
制
作
を
行
っ
て
き

た
画
家
た
ち
と
共
同
で
制
作
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
長
ら
く
国
籍
を

特
定
で
き
な
か
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
や
デ
イ
ト
ン
美
術
館
の
花
鳥
図
の
ご
と
く
日
本
の
金
屏
風
の
影
響
を
受
け
た
屏
風
絵
の
存
在
で
あ
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【図11】作者未詳「松鶴図」（韓国国立古宮博物館蔵）
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る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
の
宮
廷
で
の
作
画
活
動
に
日
本
人
の
画
家
が
直
接
関
与
し
た
可
能
性
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

一
つ
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
徳
寿
宮
の
「
松
鶴
図
」
は
、
一
見
、
二
条
城
や
江
戸
城
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
画

面
の
金
碧
の
花
鳥
図
の
伝
統
を
基
軸
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
日
本
の
「
松
鶴
図
」
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
〈
霊
芝
〉（
瑞
祥

を
表
す
茸
）
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
王
室
で
大
い
に
受
容
さ
れ
て
き
た
「
十
長
生
図
」
や
「
海
鶴
蟠
桃

図
」
を
彷
彿
と
さ
せ
、
朝
鮮
に
お
け
る
花
鳥
図
の
伝
統
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
徳
寿
宮
の
徳
弘
殿
が
応
接
室
と

い
う
対
外
的
な
場
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
神
来
の
関
与
し
た
「
松
鶴
図
」
は
、
大
広
間
の
よ
う
な
日
本
の
金
碧
障
壁
画

の
伝
統
の
な
か
に
朝
鮮
王
朝
の
典
型
的
な
長
生
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
宮
廷
の
障
壁
画
と
し
て
根
付
か

せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

昌
徳
宮
旧
蔵
の
屏
風
絵
に
つ
い
て

昌
徳
宮
旧
蔵
の
日
本
の
絵
画
作
品
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
が
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
な
か

に
は
、
か
つ
て
日
本
か
ら
朝
鮮
国
王
に
贈
ら
れ
た
屏
風
類
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
韓
国
語
の
み
で
あ
る
が
『
日
本

絵
画
調
査
報
告
書
』（
一
九
八
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る）

30
（

。
そ
の
な
か
に
個
々
の
作
品
の
概
要
は
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
詳
細
な

検
討
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
筆
者
が
古
宮
博
物
館
に
お
い
て
調
査
し
得
た
二
点
の
作
品

―
佐
久
間
鉄
園
「
松
鹿
図
屏
風
」【
図

12
】
と
益
頭
峻
南
「
桃
雙
鶴
図
屏
風
」（
一
九
一
二
年
）【
図
13
】

―
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

「
松
鹿
図
屏
風
」
を
描
い
た
佐さ

久く

間ま

鉄て
つ

園え
ん
（
一
八
五
〇
―
一
九
二
一
）
は
、
仙
台
藩
の
画
員
を
務
め
た
北
宗
派
の
画
家
で
あ
り
、
狩
野
派

の
下
条
桂
谷
に
学
ん
だ
。
文
展
審
査
員
を
務
め
、
日
本
美
術
協
会
会
員
と
し
て
、
博
覧
会
や
各
種
美
術
展
覧
会
に
多
く
出
品
し
た
。
本
作
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【図13】益頭峻南「桃雙鶴図屏風」（韓国国立古宮博物館蔵）

【図12】佐久間鉄園「松鹿図屏風」（韓国国立古宮博物館蔵）
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品
に
は
第
一
扇
の
右
下
に
「
鐵
園
」
の
落
款
・
印
章
が
あ
る
が
、
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
七
月
に
訪
韓
し
た
こ
と
が
『
純

宗
実
録
』
お
よ
び
「
大
韓
毎
日
申
報
」
に
見
え
、
朝
鮮
の
宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
安
中
植
ら
と
と
も
に
徳
寿
宮
に
お
い
て
〈
九
如
図
〉
を
制

作
し
て
お
り
、
先
の
天
草
神
来
の
例
以
外
に
も
宮
廷
に
お
い
て
日
本
人
の
画
家
と
朝
鮮
の
画
家
が
共
同
制
作
を
行
っ
て
い
た
実
態
を
示

す）
31
（

。
鉄
園
は
、
一
九
一
五
年
に
は
「
金
剛
山
図
」（
旧
徳
寿
宮
所
蔵
、
現
在
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）
を
描
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る）

32
（

。

「
松
鹿
図
屏
風
」
の
制
作
事
情
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
訪
韓
時
期
と
「
金
剛
山
図
」
を
描
い
た
時
期
に
も
幅
が
あ
る
た
め
、
何
度

か
訪
韓
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
一
九
一
〇
年
前
後
に
朝
鮮
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
方
の
作
品
「
桃
雙
鶴
図
屏
風
」
を
描
い
た
益ま
し
ず
し
ゅ
ん
な
ん

頭
峻
南
（
一
八
五
一
―
一
九
一
六
）
は
、
明
治
八
年
野
口
幽
谷
の
和
楽
堂
画
塾
に

入
り
椿
山
派
の
花
鳥
図
を
学
ん
だ
。
日
本
青
年
絵
画
協
会
に
参
加
し
、
第
一
回
絵
画
共
進
会
に
は
「
鶤
鶏
」
を
出
品
す
る
な
ど
、
当
初
か

ら
花
鳥
図
を
得
意
と
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
三
十
年
代
に
は
主
に
日
本
美
術
協
会
に
出
品
し
て
お
り
、
文
展
審
査
員
も
務
め
、
一

九
一
〇
年
頃
に
訪
韓
し
た
と
さ
れ
る
が）

33
（

、
鉄
園
と
同
様
、
朝
鮮
で
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
本
作
品
に
は
第
六
扇

左
下
「
壬
子
夏
日　

峻
南
尚
志
敬
写
」
の
落
款
・
印
章
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
一
九
一
二
年
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
訪
韓
時
期
と

本
屏
風
の
制
作
時
期
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
作
品
の
表
装
は
お
そ
ら
く
日
本
で
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
日
本
で
描
か

れ
た
後
に
朝
鮮
に
送
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
激
し
く
波
打
つ
〈
岩
〉
に
立
つ
二
羽
の
〈
鶴
〉、
第
六
扇

か
ら
右
方
の
〈
旭
日
〉
に
せ
り
出
す
老
木
の
〈
桃
〉
は
、
朝
鮮
の
宮
廷
で
さ
か
ん
に
描
か
れ
た
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
の
図
像
の
系
譜
に
他
な

ら
な
い
。

一
九
一
〇
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
鉄
園
と
峻
南
に
よ
る
二
隻
の
屏
風
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

じ
寸
法
、
絹
地
に
着
色
で
あ
る
こ
と
、
構
図
や
落
款
印
章
の
位
置
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て
、
一
双
と
し
て
朝
鮮
の
宮
廷
に
お
い
て
鑑
賞
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さ
れ
る
こ
と
を
構
想
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
松
鹿
図
屏
風
」
に
描
か
れ
る
〈
松
〉
の
木
の
下
に
佇
む
二
頭
の
〈
鹿
〉

は
左
を
向
い
て
何
か
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
る
か
の
よ
う
な
様
子
で
あ
る
。
一
方
、「
桃
雙
鶴
図
屏
風
」
の
方
に
描
か
れ
る
〈
鶴
〉
や
〈
蟠

桃
〉
は
そ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
構
図
が
右
方
に
向
け
て
展
開
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
「
十
長
生
図
」
や
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
に
見
ら
れ
る
朝
鮮
美
術
に
馴
染
み
の
深
い
吉
祥
的
な
長
生
物
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
も
と
も
と
徳
川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
沈し
ん

南な
ん

蘋ぴ
ん

筆
「
鹿
鶴
図

屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
東
博
本
と
呼
ぶ
）【
図
14
】
を
参
照
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
清
時
代
に
中
国
よ
り
来
日

し
た
沈
南
蘋
（
一
六
八
三
―
一
七
六
〇
）
は
、
長
崎
に
滞
在
し
、
写
実
的
な
花
鳥
図
の
技
法
を
日
本
に
伝
え
た
画
家
と
し
て
有
名
だ
が
、

そ
の
人
気
は
後
世
に
お
い
て
も
武
家
や
儒
者
な
ど
の
間
で
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
明
治
期
に
至
っ
て
、
沈
南
蘋
や
南

蘋
派
の
作
品
は
日
本
美
術
協
会
の
展
覧
会
に
多
く
出
品
さ
れ
て
い
た
様
子
を
当
時
の
出
品
目
録
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き）

34
（

、
日
本
美
術

協
会
の
会
員
で
あ
り
ほ
ぼ
同
世
代
を
生
き
た
鉄
園
や
峻
南
も
こ
れ
ら
の
作
例
を
実
際
に
目
に
す
る
機
会
も
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
〈
鹿
〉
と
〈
鶴
〉
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
南
蘋
派
の
作
品
に
散
見
す
る
主
題
で
あ
る
か
ら
、
徳
川
家
伝
来
の
東
博
本
を
直
接

参
照
し
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
実
際
、
沈
南
蘋
の
作
品
は
、
江
戸
中
期
以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
の
画
家
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ

て
き
た
。
な
か
で
も
「
群
鹿
群
鶴
図
屏
風
」（
板
橋
区
立
美
術
館
）
は
、
水
戸
徳
川
家
の
要
請
に
よ
り
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
狩
野
養

信
が
当
時
将
軍
家
に
あ
っ
た
沈
南
蘋
の
「
鹿
鶴
図
屏
風
」（
現
在
の
東
博
本
）
を
忠
実
に
模
写
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
る

だ
ろ
う）

35
（

。
さ
ら
に
そ
の
わ
ず
か
数
年
後
の
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
も
、
沈
南
蘋
の
技
法
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
島
田
元
旦
に
よ
っ
て
も

東
博
本
と
同
じ
構
図
の
「
群
鹿
群
鶴
図
屏
風
」
が
模
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も）

36
（

、
明
治
期
に
お
い
て
、
直
接
沈
南
蘋
の
作
品
を
参
照
と

し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
に
せ
よ
、
当
時
、
再
注
目
を
さ
れ
て
い
た
沈
南
蘋
の
作
品
に
着
想
を
得
て
、
も
し
く
は
、
写
し
を
参
照
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【図14】沈南蘋「鹿鶴図屏風」（東京国立博物館蔵）
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し
な
が
ら
、
鉄
園
と
峻
南
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
鉄
園
と
峻
南
は
朝
鮮
の
王
室
の
た
め
に
な
ぜ
沈
南
蘋
の
「
鹿
鶴
図
屏
風
」
を
典
拠
と
し
て
制
作
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と

を
考
え
る
に
は
、
明
治
期
に
お
け
る
沈
南
蘋
に
対
す
る
再
評
価
が
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
中
国
絵
画
の
な

か
で
も
と
り
わ
け
南
蘋
派
の
花
鳥
図
が
注
目
さ
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
明
治
期
に
結
成
さ
れ
た
日
本
美
術
協
会
に
お
け
る
沈
南

蘋
に
拠
る
花
鳥
図
制
作
の
実
態
や
言
説
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

四
、「
花
鳥
画
」
の
再
発
見　

写
生
と
沈
南
蘋
の
描
く
〈
花
鳥
〉

明
治
二
十
年
頃
は
、
西
洋
式
の
近
代
化
へ
の
反
動
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
伝
統
的
な
日
本
画
が
模
索
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ

た
。
日
本
画
の
復
権
を
提
唱
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
が
中
心
と
な
っ
て
創
設
し
た
東
京
美
術
学
校
は
、

西
洋
絵
画
へ
の
関
心
を
示
し
な
が
ら
、
新
た
な
日
本
画
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

が
批
判
を
し
た
「
文
人
画
」
や
南
画
家
た
ち
の
範
疇
に
近
し
い
画
家
た
ち
は
、「
旧
派
」
と
し
て
半
官
半
民
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
殖
産
興

業
な
ど
政
府
の
制
作
に
も
極
め
て
近
い
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う）

37
（

。
そ
れ
ら
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
中
国
絵
画
の
南
宗
画
と
北
宗
画

を
総
合
し
た
南
北
合
派
の
系
譜
の
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
谷
文
晁
（
一
七
六
三
―
一
八
四
〇
）
の
画
系
に
連
な
る
画
家
た
ち
が
、
竜
池
会
、

東
洋
絵
画
会
、
日
本
美
術
協
会
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た）

38
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
の
活
動
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉

ら
が
率
い
る
文
部
省
系
の
東
京
美
術
学
校
な
ど
「
新
派
」
の
画
家
た
ち
の
影
に
隠
れ
て
光
を
当
て
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

39
（

。
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沈
南
蘋
の
花
鳥
図
と
「
旧
派
」
の
画
家
た
ち

こ
の
頃
の
「
旧
派
」
の
動
向
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
明
治
宮
殿
の
室
内
を
飾
る
障
壁
画
（
板
絵
）
制
作
で
あ
ろ
う
。
西
洋

近
代
へ
の
反
動
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
起
用
さ
れ
た
画
家
た
ち
が
中
国
絵
画
を
学
ん
だ
い
わ
ゆ
る
南
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、

描
か
れ
た
画
題
の
ほ
と
ん
ど
が
花
鳥
図
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
良
い
。
板
絵
制
作
に
携
わ
っ
た
画
家
た
ち
は
帝
室
技
芸

員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
野
口
幽
谷
（
一
八
二
五
―
一
八
九
八
）
や
滝
和
亭
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
一
）
で
あ
っ
た
。

幽
谷
や
和
亭
は
、
谷
文
晁
の
画
系
で
学
ん
だ
画
家
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
は
農
商
務
省
や
宮
内
省
な
ど
の
庇
護
の
も
と
で

活
動
を
続
け
て
き
た
が
、「
旧
派
」
の
画
家
た
ち
の
拠
り
所
に
し
て
い
た
技
法
こ
そ
が
南
蘋
派
の
系
譜
に
あ
る
中
国
の
花
鳥
図
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る）

40
（

。
南
北
合
派
の
描
く
写
生
に
基
礎
を
置
く
作
風
は
、
当
時
、
西
洋
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
触
れ
た
日
本
の
画
家
た
ち
の
な
か
で
改

め
て
再
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
南
北
合
派
の
作
品
の
多
く
は
、
東
洋
の
伝
統
的
な
主
題
で
あ
る
花
鳥
図
を
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て

お
り
、
当
時
か
な
り
の
需
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
当
時
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
花
鳥
図
の
占
め
る
割
合
が
極
め
て
高
い
こ

と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
彼
ら
の
花
鳥
図
制
作
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
の
が
沈
南
蘋
の
作
品
で
あ
っ
た）

41
（

の
だ
。
後
述
す
る
が
、
先
に
挙

げ
た
佐
久
間
鉄
園
と
益
頭
峻
南
は
幽
谷
や
和
亭
に
学
び
、
こ
の
よ
う
な
「
旧
派
」
の
牙
城
で
あ
っ
た
日
本
美
術
協
会
に
お
い
て
活
動
し
た

画
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
描
く
花
鳥
図
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
見
て
き
た
「
松
鶴
図
」
や
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
の

イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
系
譜
で
あ
る
。「
海
鶴
蟠
桃
図
」
は
、
明
時
代
の
呂
紀
に
よ
る
作
例
が
か
つ
て
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
谷

文
晁）

42
（

を
始
め
、
そ
の
画
系
と
し
て
名
を
連
ね
る
、
椿
椿
山
（
一
八
〇
一
―
一
八
五
四）

43
（

）、
田
崎
草
雲
（
一
八
一
五
―
一
八
九
八）

44
（

）、
野
口
幽

谷）
45
（

、
滝
和
亭）

46
（

、
益
頭
峻
南）

47
（

に
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
作
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
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「
写
生
」
と
沈
南
蘋
の
花
鳥
図

明
治
期
に
沈
南
蘋
が
旧
派
を
中
心
に
再
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
状
況
を
非
常
に
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、
日
本
美
術
協
会
の
副

会
長
で
あ
っ
た
細
川
潤
次
郎
の
「
写
生
」
に
関
す
る
一
八
九
〇
年
の
講
演
で
あ
ろ
う）

48
（

。「
写
生
画
ヲ
論
ズ
」
と
題
し
た
講
演
に
お
い
て
、
細

川
は
「
写
生
」
と
い
う
言
葉
が
花
鳥
図
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
今
の
日
本
で
写
生
の
画
法
が
起

こ
っ
た
要
因
と
し
て
沈
南
蘋
を
挙
げ
、
そ
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ
る）

49
（

。
細
川
は
沈
南
蘋
の
作
品
に
つ
い
て
「
其

画
ノ
其
物
ノ
形
ト
色
ト
ニ
於
テ
其
真
ニ
迫
」
る
技
法
は
日
本
人
の
画
家
た
ち
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
き
た
と
す
る
。
ま
た
、「
我
邦
製

物
品
外
人
ノ
注
文
ニ
応
す
る
者
花
鳥
常
ニ
多
ニ
居
ル
。
且
邦
人
ノ
写
生
ニ
工
ナ
ル
所
以
ニ
シ
テ
其
本
ハ
南
蘋
ノ
力
ナ
リ
ト
ス
」
と
し
、
花

鳥
図
が
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
の
人
々
へ
の
ま
な
ざ
し
に
応
え
る
に
適
切
な
主
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い

の
は
、
沈
南
蘋
の
作
品
の
よ
う
に
、
対
象
の
再
現
性
に
優
れ
た
「
写
生
」
に
基
づ
く
中
国
の
花
鳥
図
が
、
日
本
人
の
得
意
と
す
る
精
巧
な

技
術
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
花
鳥
図
は
外
国
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
主
題
と
し
て
昇
華
し
て
い
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ

る
点
で
あ
る
。
中
国
由
来
の
花
鳥
図
を
下
敷
き
と
し
な
が
ら
、
海
外
へ
の
贈
答
品
と
し
て
十
五
世
紀
か
ら
大
い
に
制
作
さ
れ
て
い
た
日
本

の
花
鳥
図
が
、
沈
南
蘋
や
西
洋
的
な
写
生
技
法
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
形
を
変
え
つ
つ
明
治
に
入
っ
て
も
日
本
を
代
表
す
る
主
題
と
し
て

再
発
見
さ
れ
て
い
く
過
程
を
こ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
沈
南
蘋
や
南
蘋
派
の
描
く
写
生
的
な
花
鳥
図
に
は
西
洋
絵
画
の
技
法
が
す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
見
解
も
あ

り
、
西
洋
人
の
宣
教
師
で
あ
り
画
家
と
し
て
中
国
で
活
躍
し
た
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
（
一
六
八
八
―
一
七
六
六
）
な
ど
の

存
在
も
想
起
さ
れ
よ
う）

50
（

。
児
島
薫
氏
は
、
日
本
に
舶
来
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
「
花
鳥
画
」
が
か
つ
て
黄
檗
宗
の
寺
院
に
お
い
て
飾
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
西
洋
絵
画
が
南
蘋
派
な
ど
の
吉
祥
性
を
軸
と
す
る
伝
統
的
な
華
夷
秩
序
の
枠
組
の
な
か
で
認
識
さ
れ
て
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い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
谷
文
晁
ら
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
受
容
さ
れ
て
い
た
実
態
を
指
摘
し
て
い
る）

51
（

。

こ
う
し
た
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
写
生
技
法
は
、
明
治
に
入
っ
て
新
し
く
移
入
さ
れ
た
西
洋
絵
画

の
価
値
体
系
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
起
源
の
花
鳥
図
に
特
徴
的
な
写
生
の
技
法
が
東
ア
ジ
ア

の
伝
統
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
化
を
示
す
（
と
当
時
考
え
ら
れ
て
い
た
）
写
生
の
技
法
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
評
価

が
与
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
花
鳥
図

同
時
に
、
日
本
画
の
未
来
を
支
え
る
う
え
で
写
生
を
重
視
し
た
技
巧
的
な
花
鳥
図
が
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
重
ね
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
花
鳥
図
が
受
容
さ
れ
た
場
は
、
先
述
し
た
明
治
宮
殿
の
板
絵
な
ど
皇
室
の
宮
殿
、
日
本
美
術
協
会

な
ど
が
主
催
す
る
展
覧
会
、
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
の
国
内
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ッ
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
氏
は
、
沈
南
蘋
の
極
彩
色
と
写
実
性
を
学
ん
だ
滝
和
亭
の
花
鳥
図
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧

会
な
ど
に
出
品
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
花
鳥
図
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

52
（

。
シ

カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
は
日
本
に
お
け
る
伝
統
を
基
に
、
西
洋
と
競
合
し
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
作
品
が
出
品
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
が
花

鳥
図
で
あ
っ
た
。
前
提
と
な
る
知
識
を
必
要
と
せ
ず
、
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
普
遍
的
な
主
題
で
あ
る
こ
と
は
花
鳥
図
の
持
つ
強
み
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
先
述
の
細
川
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
花
鳥
図
が
欧
米
の
列
強
諸
国
の

ま
な
ざ
し
に
供
す
る
べ
く
、
東
洋
的
な
伝
統
を
内
在
化
し
な
が
ら
制
作
さ
れ
た
好
都
合
な
主
題
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
後
の
リ
エ
ー
ジ
ュ

万
国
博
覧
会
で
は
、
部
屋
全
体
を
花
鳥
図
の
下
絵
に
基
づ
い
て
刺
繍
と
し
て
仕
上
げ
た
「
百
花
百
鳥
の
間
」
が
出
品
さ
れ
、
会
期
後
に
は
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皇
室
の
買
い
上
げ
と
な
り
宮
殿
を
飾
っ
た
こ
と
も
こ
う
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
花
鳥
図
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
日
本
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
対
外
に
向
け
て
喧
伝
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）

53
（

。

と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
日
清
戦
争
直
後
の
一
八
九
五
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
作
で
あ
る
。

バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
氏
は
、
こ
の
回
の
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
絵
画
に
起
源
を
持
つ
画
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
触

れ
、
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
が
中
国
絵
画
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
姿
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
に
出
品
さ
れ
た
数
々
の
作
品
の
う
ち
、
驚
く
べ
き
は
滝
和
亭
の
出
品
し
た
作
品
が
〈
松
に
鹿
〉〈
鶴
に
桃
〉
と

い
う
沈
南
蘋
の
典
型
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
【
図
15
】。
本
作
品
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
た
め

白
黒
の
図
版
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
も
の
の
、
先
に
見
た
、
鉄
園
と
峻
南
が
朝
鮮
の
王
室
の
た
め
に
描
い
た
二
つ
の
作
品
と
類
似
し
た

主
題
で
あ
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
宮
内
庁
や
農
商
務
省
の
庇
護
の
も
と
日
本
美
術
協
会
で
活
動
を
し
て
き
た
旧
派
の
画
家
た
ち
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

重
視
さ
れ
た
主
題
が
洗
南
蘋
に
倣
っ
た
花
鳥
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た）

54
（

。
東
ア
ジ
ア
に
伝
統
的
な
花
鳥
図
は
、
明
治
期
に
お
い

て
は
普
遍
性
や
近
代
性
（
つ
ま
り
は
写
生
に
基
づ
く
精
巧
な
技
術
）
を
獲
得
す
る
こ
と
で
対
外
的
な
評
価
を
得
て
い
っ
た
。
日
清
戦
争
直

後
の
滝
和
亭
の
描
く
「
松
鹿
図
」
の
作
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
沈
南
蘋
の
技
法
に
基
づ
く
写
実
的
な
花
鳥
図
は
、
も
は
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
イ
メ
ー
ジ
の
域
を
超
え
、
東
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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【図15】滝和亭「松鶴遐齢図・受天食禄図」
（『和亭集 上』国華社、1912年に所載）
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五
、「
東
洋
画
」
の
誕
生　

再
編
さ
れ
る
〈
花
鳥
〉
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

最
後
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
朝
鮮
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
状
況
に
話
を
戻
し
た
い
。
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
以
前

か
ら
日
本
人
の
画
家
た
ち
が
朝
鮮
を
訪
れ
、
美
術
交
流
を
行
っ
て
い
た
状
況
に
つ
い
て
は
先
に
確
認
し
て
き
た
。
天
草
神
来
に
つ
い
て
は

朝
鮮
に
渡
っ
た
時
期
が
一
九
〇
二
年
と
早
く
、
他
の
画
家
た
ち
が
一
九
一
〇
年
前
後
を
中
心
に
訪
韓
し
て
い
る
の
に
対
し
て
滞
在
時
期
も

格
段
に
長
い
た
め
、
同
様
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
に
徳
寿
宮
に
描
い
た
「
松
鶴
図
」
制
作
は
、
前
述
の
よ
う
に
十
九
世
紀
末
か

ら
二
十
世
紀
に
朝
鮮
宮
廷
で
頻
繁
に
享
受
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
や
「
十
長
生
図
」
が
日
本
の
金
屏
風
に
近
接
し
て
い
っ

た
状
況
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
そ
の
後
、
一
九
一
〇
年
前
後
に
朝
鮮
で
作
品
を
残
し
て
い
る
日
本
人
画
家

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
南
画
家
で
あ
り
、
描
か
れ
た
主
題
も
、
佐
久
間
鉄
園
や
益
頭
峻
南
を
始
め
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国
絵

画
の
伝
統
に
基
づ
く
〈
花
鳥
〉〈
山
水
〉
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
最
後
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
東
洋
画
」
と
し
て
の
花
鳥
図

佐
久
間
鉄
園
と
益
頭
峻
南
、
こ
の
二
人
の
画
業
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
こ
そ
が
滝
和
亭
や
野
口
幽
谷
ら

―
帝
室
技
芸
員
と
し
て
皇
室
の
画
業
に
従
事
し
て
き
た

―
に
学
び
な
が
ら
日
本
美
術
協
会
を
中
心
に
活
動
し
た
旧
派
の
次
世
代
を
担

う
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
園
や
峻
南
の
描
く
中
国
絵
画
の
主
題
に
基
づ
く
〈
花
鳥
〉〈
山
水
〉
の
作
品
は
、
国
内
の
展
覧

会
に
出
品
さ
れ
た
の
ち
に
皇
室
に
買
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
峻
南
に
つ
い
て
は
宮
内
省
の
御
用
も
多
く
つ
と
め
た
こ
と
が
知
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ら
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
秋
季
の
日
本
美
術
協
会
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
野
雞
及
時
図
」
は
二
等
銀
牌
を
受
け
宮
内
省
御
用

品
と
な
っ
た）

55
（

。
一
九
一
六
年
の
「
逝
け
る
峻
南
翁
の
逸
話
」
の
記
述
か
ら
は
、
明
治
天
皇
に
「
松
上
鶴
」
を
献
上
し
た
こ
と
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
は
青
山
御
所
の
杉
戸
に
「
紅
梅
鴛
鴦
」「
芙
蓉
白
鷺
」
の
双
幅
を
描
い
た
こ
と
、
大
正
天
皇
の
「
御
前
揮
毫
」
を
し
た
こ

と
、
泰
宮
内
親
王
の
成
婚
記
念
に
も
「
仙
山
蟠
桃
」「
富
貴
霊
寿
」
つ
ま
り
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
と
近
い
主
題
の
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
が
知

れ
る）

56
（

。
峻
南
の
画
業
が
師
の
野
口
幽
谷
の
画
業
を
継
承
し
つ
つ
、
花
鳥
図
を
中
心
と
し
た
作
画
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
天
皇
や
皇
室
へ
献
上
す
る
作
品
と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
伝
統
的
な
花
鳥
図
の
吉
祥
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

こ
こ
で
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
二
人
の
画
家
は
、
も
と
は
北
宗
系
と
南
宗
系
の
差
こ
そ
あ
れ
中
国
絵
画
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
時
代
の

要
請
に
応
え
る
べ
く
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
ま
な
ざ
し
に
応
え
る
花
鳥
図
を
制
作
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
重
要
な
こ
と
は
、
鉄

園
は
「
東
洋
絵
画
の
淵
源）

57
（

」
と
し
て
の
中
国
絵
画
に
つ
い
て
『
支
那
歴
代
名
画
論
評
』（
博
文
館
、
一
九
〇
〇
年
）
を
執
筆
し
て
お
り
、
峻

南
も
晩
年
に
は
「
支
那
に
於
け
る
南
画
」
と
題
す
る
論
考
を
『
絵
画
清
談
』（
一
九
一
六
年
二
月
）
に
寄
稿
し
て
い
た
り
と
、
絵
画
制
作
の

み
な
ら
ず
中
国
絵
画
に
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
『
鐵
園
画
談
』
の
序
文
を
記

し
た
矢
野
龍
渓
は
「
日
本
の
画
家
に
し
て
、
支
那
古
今
の
画
論
に
精
通
す
る
も
の
、
当
時
鐵
園
先
生
を
推
し
て
第
一
」
と
認
め
て
い
る
。

本
著
に
お
い
て
鉄
園
は
「
西
洋
画
法
の
採
取
」「
写
生
の
流
行
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
ほ
か
、
野
口
幽
谷
と
滝
和
亭
の
二
者
を
比
較
す
る

項
目
も
設
け
、「
花
卉
翎
毛
」
つ
ま
り
花
鳥
図
の
類
を
描
け
ば
和
亭
は
幽
谷
に
及
ば
な
い
と
し
な
が
ら
も
両
者
を
中
国
の
画
家
に
喩
え
て

「
幽
谷
は
徐
煕
の
如
く
、
和
亭
は
黄
荃
の
如
し
」
と
述
べ
、
日
本
の
画
家
を
中
国
絵
画
史
の
枠
組
み
の
な
か
で
歴
史
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
興
味
深
い
。
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幽
谷
と
和
亭
の
次
世
代
に
お
い
て
活
躍
し
た
鉄
園
と
峻
南
の
二
人
が
共
同
で
作
業
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、「
故
益
頭
峻
南
画
伯
小
伝
」
で
は
「
佐
久
間
鉄
園
、
高
島
北
海
二
画
伯
と
鼎
立
し
て
下
條
桂
谷
と
交
わ
り
、
日
本
美
術
協
会
の
元
老
た

り
き
」
と
回
想
さ
れ
て
い
る）

58
（

。
し
か
も
、
高
島
北
海
と
下
條
桂
谷
の
作
品
は
ど
ち
ら
も
現
在
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
や
古
宮
博
物
館
に
伝

わ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
画
家
の
な
か
で
も
「
旧
派
」
に
属
す
る
日
本
美
術
協
会
の
重
鎮
ら
に
よ
っ
て
、
日
韓
併
合
間
も
な
い
時
期
に
朝
鮮

の
王
室
に
向
け
た
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
が
中
国
絵
画
の
伝
統
に
基
づ
く
花
鳥
図
が
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
。

本
稿
で
は
鉄
園
と
峻
南
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
昌
徳
宮
旧
蔵
の
日
本
絵
画
の
な
か
に

は
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
花
鳥
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
金
井
天
禄
「
芦
雁
図
・
山
水
図
襖
」
は
朝
鮮
の
宮
中
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
お
り）

59
（

、
一
九
一
七
年
六
月
に
訪
韓
し
、『
純
宗
実
録
』
に
記
載
の
あ
る
画
家
で
あ
る）

60
（

。
制
作
年
代
は
い
ず
れ
も
不
明
な
が
ら

大
橋
美
州
「
松
鶴
図
」
や
下
條
桂
谷
「
松
鵲
図
」「
檜
白
鷺
図
」
な
ど
、
水
墨
を
主
体
と
し
た
作
品
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
鳥
図

で
は
な
い
も
の
の
、
鉄
園
は
朝
鮮
半
島
の
名
山
と
し
て
古
く
か
ら
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
き
た
「
金
剛
山
図
」
を
描
い
て
い
る
こ

と
も
注
目
に
値
す
る
。

「
東
洋
画
」
の
位
相

―
「
南
画
」
か
ら
「
東
洋
画
」
へ

こ
の
時
期
に
訪
韓
し
た
日
本
の
南
画
家
た
ち
は
、
朝
鮮
の
宮
廷
の
画
業
に
参
画
し
て
い
く
な
か
で
、
鉄
園
は
王
室
に
お
い
て
「
御
前
揮

毫
」
を
行
っ
た
り
、
様
々
な
作
品
を
献
上
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る）

61
（

。
そ
の
画
題
は
「
東
洋
画
」
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
〈
花
鳥
〉
や
〈
山

水
〉
で
、
水
墨
主
体
の
「
文
人
画
」
に
よ
る
日
朝
交
流
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
宮
廷
に
お
け
る
画
業
だ
け
が
彼
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ら
の
活
動
の
場
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
人
画
家
は
、
朝
鮮
美
術
に
根
差
し
て
い
た
南
宗
画
や
水
墨
文
化
を
基
軸
と
し
て
、
朝
鮮
の
画
家
た

ち
と
交
流
し
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
久
間
鉄
園
は
一
九
〇
八
年
に
、
当
時
伝
統
画
壇
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
安
中
植
ら

と
と
も
に
徳
寿
宮
に
て
「
九
如
図
」
を
共
同
制
作
し
た
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
朝
鮮
で
活
動
を
行
っ
た
画
家
た
ち
の
多
く
は
南
画
家
で
あ
り
、
彼
ら
は
東
ア
ジ
ア
に
共
有
さ
れ
る
土
壌
を

基
盤
と
し
て
活
動
の
礎
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
文
人
画
」「
南
宗
画
」「
南
画
」
な
ど
名
称
が
混
在
す
る
が
、
フ
ェ
ノ

ロ
サ
の
講
演
「
美
術
真
説
」
に
お
い
て
「
文
人
画
」
は
「
妙
想
」
の
欠
如
と
し
て
批
判
の
対
象
と
な
り
、
以
後
、
文
人
画
（
南
画
）
は
衰

退
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
で
は
円
山
派
、
四
条
派
、
南
蘋
派
、
文
人
画
派
は

「
明
清
画
派
」
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）

62
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
の
路

線
と
は
異
な
り
、
日
本
美
術
院
を
中
心
に
活
躍
し
た
「
旧
派
」
の
画
家
た
ち
の
多
く
は
南
画
家
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
明

治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
「
南
画
」
は
西
洋
画
を
組
み
込
み
な
が
ら
ひ
そ
か
に
注
目
さ
れ
大
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る）
63
（

。「
南
画
会
」
の
設
立
（
一
八
九
六
年
）
の
発
起
文
に
は
「
南
宗
を
以
て
主
と
為
し
之
れ
に
南
北
合
流
派
た
る
元
の
趙
子
昻
明
の
唐
伯
虎

の
如
き
画
風
を
併
せ
て
之
を
切
磋
琢
磨
し
以
て
泰
西
の
画
風
を
も
化
せ
ん
事
を
期
す
る
に
在
り
云
）々
64
（

」
と
あ
り
、
南
宗
画
以
外
の
中
国
絵

画
も
含
み
込
み
、
西
洋
の
画
風
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

65
（

。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
南
画
家
た
ち
の
作
品
が
沈
南
蘋
や

南
蘋
派
風
の
「
写
実
」
を
示
す
技
法
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
勢
い
の
な
か
で
南
画
家
た
ち
は
朝

鮮
の
宮
廷
へ
と
進
出
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
一
九
一
〇
年
代
以
前
に
は
「
南
画
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
見
え
ず
、
当
初
は
日
本
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
新
し
い
画
風
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
、
久
保
田
天
南
な
ど
の
初
期
の
在
朝
鮮
日
本
人
南
画
家
た
ち
は
、
書
画
を
愛
好
し
て
い
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た
朝
鮮
の
官
僚
や
財
界
の
人
々
と
も
交
流
し
た
と
い
う）

66
（

。
そ
の
よ
う
な
交
流
は
、
一
九
一
四
年
に
は
「
木
石
画
会
」、
一
九
二
四
年
に
は

「
朝
鮮
南
画
院
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、「
南
画
」
は
徐
々
に
日
本
中
心
の
東
洋
的
な
精
神
を
示
す
「
東
洋
画
」
に
移
行
し
て
い
っ

た
と
さ
れ
る）

67
（

。
喜
多
恵
美
子
氏
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
に
お
い
て
「
東
洋
画
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
二
〇
年
に
卞
栄
魯
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
る）

68
（

。

以
上
、
古
く
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
描
か
れ
て
き
た
花
鳥
図
や
山
水
図
が
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
「
東
洋
画
」
と
し
て
再
編
さ
れ
て

い
く
過
程
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
を
貫
く
主
題
や
技
法
を
駆
使
し
た
旧
派
の
画
家
た
ち
の
評
価
は
必
ず
し
も
正

当
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
脱
亜
入
欧
を
目
指
す
日
本
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
的
な
価
値
で
は
な
く
列
強
諸
国
に
認
め

ら
れ
得
る
日
本
独
自
の
美
的
価
値
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
舞
台
は
万
国
博
覧
会
の
よ
う
な
場
で
あ

り
、
初
め
て
の
官
製
の
日
本
美
術
史
の
書
物
で
あ
る
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
が
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
パ
リ
万
国
博
覧

会
に
際
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
如
実
に
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
児
島
薫
氏
は
、「
華
蝦
秩
序
か
ら
脱
却
し
て

日
本
中
心
の
東
ア
ジ
ア
文
化
の
歴
史
を
読
み
直
そ
う
と
す
る
近
代
日
本
の
立
場
か
ら
、
明
清
画
の
影
響
を
受
け
た
江
戸
の
花
鳥
画
の
繁
栄

は
、
美
術
史
の
中
で
近
代
と
は
切
り
離
さ
れ
、
過
小
評
価
さ
れ
て
語
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

69
（

。

実
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
に
お
い
て
も
中
国
的
な
価
値
観
は
払
拭
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
中
国
の
影
響

を
受
け
た
花
鳥
図
は
繁
栄
を
極
め
、
そ
れ
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
佐
藤

道
信
氏
は
、
先
の
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
の
九
鬼
隆
一
の
序
文
に
注
目
し
、
日
清
戦
争
の
勝
利
の
後
に
「
東
洋
の
盟
主
」
と
し
て

の
意
識
が
日
本
で
台
頭
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

70
（

。
ま
た
佐
藤
氏
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
岡
倉
が
英
文
で
出
版
し

た
『
東
洋
の
理
想
』
に
二
十
世
紀
の
世
界
へ
向
け
た
日
本
の
立
場
を
見
て
い
る
。「
東
洋
画
」
は
「
日
本
画
」
を
東
ア
ジ
ア
美
術
と
連
携
す
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る
た
め
の
上
位
概
念
に
、
も
と
も
と
書
画
な
ど
の
「
文
人
画
」
の
伝
統
に
通
底
す
る
同
質
性
や
類
似
性
に
よ
り
包
摂
さ
れ
る
概
念
に
成
長

し
た
の
で
あ
っ
た）

71
（

。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
先
に
挙
げ
た
日
本
人
画
家
た
ち
の
描
い
た
花
鳥
図
は
考
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
、
天
草
神
来
が
徳
寿
宮
に
描
い
た
「
松
鶴
図
」、
国
王
に
献
上
さ
れ
昌
徳
宮
に
伝
わ
っ
た
佐
久
間
鉄
園
、
益
頭
峻
南
の

「
松
鹿
図
屏
風
」
と
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
は
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
の
王
室
で
愛
用
さ
れ
て
い
た
「
海
鶴
蟠
桃
図
」「
十
長
生
図
」
を
拠
り
所
と
し

つ
つ
、「
東
洋
」
を
貫
く
主
題
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
日
韓
併
合
と
前
後
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人

の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
「
東
洋
画
」
の
概
念
が
移
入
さ
れ
て
い
く
過
程
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
姜
氏
は
、

朝
鮮
の
王
室
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
国
王
の
座
席
に
飾
ら
れ
て
き
た
後
屏
が
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
日
月
五
峰
図
」
か
ら
日
本
人

の
描
く
「
松
鶴
図
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
状
況
を
分
析
し
、
植
民
地
期
に
お
け
る
日
本
化
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る）

72
（

。

峻
南
の
描
く
花
鳥
図
は
朝
鮮
の
王
室
以
外
に
も
、
当
時
の
記
事
を
見
て
い
く
と
一
九
一
五
年
に
「
孔
雀
牡
丹
」「
菊
花
に
鶏
」
の
対
幅
を

「
現
陸
相
大
島
将
軍
の
肝
い
り
で
支
那
の
袁
大
総
統
の
需
め
に
応
じ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
袁
世
凱
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）

73
（

。
袁
世
凱
は

日
清
戦
争
後
に
朝
鮮
と
も
関
わ
る
人
物
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
画
業
に
「
旧
派
」
の
画
家
た
ち
の
描
く
「
東
洋
画
」
は
利
用
さ
れ
た
。
東

ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
〈
花
鳥
〉
や
〈
山
水
〉
は
「
東
洋
画
」
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
西
洋
列
強
に
も
通
用
す
る
普
遍
性
や
近
代
性
を
備
え

た
最
強
の
主
題
と
し
て
、
対
外
的
な
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
も
と
で
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
宮
内
省
な
ど

の
花
鳥
図
を
制
作
し
て
い
た
「
旧
派
」
の
南
画
家
た
ち
の
一
つ
の
使
命
に
、
対
外
的
な
場
へ
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
担
う
「
東
洋
画
」
の
制

作
が
あ
っ
た
と
結
論
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
東
ア
ジ
ア
を
貫
く
吉
祥
的
な
主
題
で
あ
る
花
鳥
図
に
つ
い
て
、
特
に
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
人
画
家
の
活
動
を
通
し

て
再
考
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
日
本
の
植
民
地
期
に
お
け
る
朝
鮮
絵
画
に
つ
い
て
、
特
に
朝
鮮
美
術
展
が
設
立
さ
れ
た
一
九
二
二
年
以

降
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
し
、
金
恵
信
氏
に
よ
る
大
部
の
著
作
も
ま
と
め
ら
れ
る）

74
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回

考
察
対
象
と
し
た
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
前
後
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
人
画
家
と
朝
鮮
の
王
室
や
宮
廷
画
壇
と
の
交
流
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
点
が
多
い
と
言
え
よ
う
。
実
際
、
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
昌
徳
宮
が
一
九
二
〇
年
に
再
建
さ
れ
た
際
に

は
、
そ
の
障
壁
画
制
作
に
日
本
人
の
画
家
の
関
与
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
一
九
二
二
年
の
朝
鮮
美
術
展
の
設
立
に
伴
い
「
東
洋
画
」
部

門
が
確
立
し
た
事
実
を
想
起
す
る
に
、
一
九
一
〇
年
代
の
朝
鮮
半
島
の
状
況
は
そ
の
頃
と
は
一
線
を
画
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

こ
の
時
期
、朝
鮮
の
宮
廷
の
障
壁
画
や
献
上
品
の
制
作
に
携
わ
っ
た
日
本
人
の
画
家
た
ち
は
、日
本
美
術
協
会
を
中
心
に
活
動
し
た「
旧

派
」
と
称
さ
れ
た
南
画
家
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
ま
さ
に
沈
南
蘋
や
南
蘋
派
の
花
鳥
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
き

た
。
宮
内
省
や
農
商
務
省
の
庇
護
の
も
と
で
活
躍
を
し
た
画
家
た
ち
に
よ
る
南
蘋
風
の
写
生
に
基
づ
く
花
鳥
図
は
、「
東
洋
」
の
伝
統
を
示

す
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
写
実
的
な
技
法
と
も
関
連
付
け
て
評
価
さ
れ
て
き
た
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
旧
派
の
画
家
た
ち
は
皇
室
の
宮
殿
や
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
、
殖
産
興
業
を
意
識
し
た
貿
易
へ
と
直
結
す
る
作
品
を
制
作

し
て
い
た
。
さ
ら
に
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
万
国
博
覧
会
の
よ
う
な
対
外
的
な
場
に
お
い
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
花
鳥
図
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を
出
品
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
延
長
戦
上
に
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
へ
の
贈
答
品
と
し
て
の
花
鳥
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
十
世
紀
初
頭
に
至
っ
て
植
民
地
化
を
進
め
る
な
か
で
、
伝
統
的
な
花
鳥
図
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
の
「
文
人
画
」
と
い
う
素

地
を
利
用
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
日
本
が
「
東
洋
」
の
支
配
を
進
め
て
い
く
対
外
的
な
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
も
と
、
新
た

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
も
と
で
「
東
洋
画
」
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
「
東
洋
画
」
の
制
作
が
「
旧
派
」
の
画
業
の
な
か
で

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
前
後
に
朝
鮮
で
活
動
し
た
日
本
人
画
家
の
作
品
は
、
植
民
地
期

に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
利
用
さ
れ
た
「
東
洋
画
」
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
花
鳥
図
が
東
ア

ジ
ア
に
共
通
す
る
吉
祥
性
か
ら
友
好
を
示
す
贈
答
品
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
う
し
た
価
値
観
を
下
敷
き
と
し
て
、「
東
洋
画
」
と
し
て
の
花

鳥
図
は
ア
ジ
ア
主
義
の
風
潮
の
な
か
日
本
へ
の
融
和
政
策
の
一
翼
を
担
う
イ
メ
ー
ジ
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。。

1　

辻
惟
雄
「
花
鳥
画
の
歴
史
と
花
鳥
図
屏
風

―
古
代
中
国
か
ら
桃
山
ま
で

―
」『
日
本
屏
風
絵
集
成 

第
六
巻
花
鳥
画
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
。

中
国
絵
画
に
お
け
る
花
鳥
図
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
法
子
『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く

―
中
国
絵
画
の
意
味
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年

を
参
照
。

2　

日
本
の
や
ま
と
絵
屏
風
で
あ
る
「
日
月
山
水
図
屏
風
」（
金
剛
寺
蔵
）
や
「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
に
お
け
る
吉
祥
的
な
図

像
に
は
、
朝
鮮
の
「
日
月
五
峯
図
屏
風
」「
十
長
生
図
屏
風
」
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
バ
ン
ブ
リ
ン
グ

「
金
剛
寺
蔵
日
月
山
水
図
屏
風

―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
月
山
水
図
屏
風
の
伝
統
の
探
索
」『
鹿
島
美
術
財
団
』
第
十
五
別
冊
、
一
九
九
七
年
）、
島

尾
新
「
花
鳥
図
屏
風
の
図
像
学

―
出
光
美
術
館
蔵
『
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
』
に
つ
い
て
」『
国
華
』
一
二
〇
一
号
、
国
華
社
、
一
九
九
五
年
を
参

照
）。
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3　

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
栃
木
県
立
美
術
館
、
仙
台
市
博
物
館
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
岡
山
県
立
美
術
館
を
巡
回
。

4　

二
〇
一
〇
年
に
奈
良
県
立
美
術
館
で
開
催
。

5　

赤
澤
英
二
「
十
五
世
紀
の
花
鳥
図
屏
風

―
失
わ
れ
た
作
品
を
求
め
て
」『
日
本
屏
風
絵
集
成
第
六
巻
花
鳥
画
』、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
一
二

八
―
一
二
九
頁
。

6　

辻
惟
雄
「
狩
野
元
信
（
一
）」『
美
術
研
究
』
二
四
六
号
、
一
九
六
六
年
五
月
。

7　

贈
朝
屏
風
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
赤
澤
英
二
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
金
屏
風
に
つ
い
て
」『
国
華
』
八
四
九
号
、
国
華
社
、
一
九
六
二
年

お
よ
び
前
掲
注
５

論
文
、
武
田
恒
夫
「
中
世
障
屏
画
と
そ
の
画
中
画
」『
中
世
障
屏
画
』
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
七
〇
年
お
よ
び
「
金
碧
障
壁
画
に

つ
い
て
」『
仏
教
芸
術
』
五
九
号
、
一
九
六
五
年
、
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋

―
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
お
よ

び
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
『B

IO
M

B
O

』
展
図
録
、
二
〇
〇
七
年
。

8　

朝
鮮
通
信
使
に
よ
り
贈
ら
れ
た
多
く
の
屏
風
は
後
述
の
「
刈
田
雁
秋
草
図
」
と
「
牡
丹
・
菊
に
流
水
図
」
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
近
年
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
の
鄭
美
娟
氏
に
よ
り
現
存
作
例
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
。

9　

右
隻
の
右
上
方
「
御
製
筆　

殿
中
二
障
子　

及
自
昔
年
来
如
今
展
于
此　

豈
曰
偶
然
哉　

辛
未
春
」、
左
隻
の
右
上
方
「
御
製
筆　

此
障
何
時
得　

即
予
受
昔
年
元
孫
伝
裏
展　

今
覧
興
懐
先　

辛
未
春
」。
本
作
品
は
『
궁
중
서
화　

宮
中
書
画
』
국
립
고
궁
박
물
관
〔
国
立
古
宮
博
物
館
〕、
二
〇
一

三
年
、
三
一
三
頁
に
掲
載
。『
古
画
備
考
』
巻
四
十
五
「
宮
殿
筆
者
」
の
な
か
の
「
朝
鮮
屏
風
筆
者
」
の
項
目
に
、
寛
延
元
年
（
延
享
五
）
に
朝
鮮
に

贈
ら
れ
た
屏
風
と
し
て
「
刈
田
雁
秋
草
一
双　

狩
野
友
甫
」
が
み
え
る
（『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』
展
図
録
、
二
〇
〇
八
年
解
説
参
照
）。

10　

深
川
水
場
町
狩
野
家
の
三
代
目
梅
笑
師
信
（
一
七
二
八
―
一
八
〇
七
）
で
「
栄
信
」
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
師
信
を
名
乗
る
前
の
作
と
さ
れ
る
。『
古

画
備
考
』
巻
三
十
九
「
狩
野
譜
」
の
「
明
和
元
年
、
朝
鮮
へ
被
下
御
屏
風
相
勤
…
」、
巻
四
十
五
「
宮
殿
筆
者
」
の
「
朝
鮮
屏
風
筆
者
」
の
項
目
に

「
明
和
元
年
同
断
（
朝
鮮
来
聘
之
節
、
被
遣
候
御
屏
風
画
筆
者
）」
と
あ
り
、「
一
双　

梅
笑
師
信
」
と
あ
る
。
自
筆
の
由
緒
書
に
は
「
牡
丹
・
菊
に
流

水
図
」
一
双
と
あ
り
、
も
と
も
と
一
双
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』
展
図
録
、
二
〇
〇
八
年
解
説
参
照
）。
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11　

吉
田
宏
志
「
朝
鮮
王
朝
の
花
鳥
画

―
そ
の
吉
祥
性
に
焦
点
を
当
て
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
、
四
八
頁
。

12　
『
조
선
시
대 

궁
중
회
화 

２ 

조
선 

궁
궐
의 

그
림
』〔
朝
鮮
時
代
宮
中
絵
画  

朝
鮮
宮
闕
の
絵
画
〕、
돌
베
개
、
二
〇
一
二
年
、
八
二
頁
。

13　

박
은
순
「
絵
画
를 

통
한 

疏
通
：
새
로
운 

맥
락
으
로 

보
는
韓
日
絵
画
交
流
（I

）」『
温
知
論
叢
』
第
35
輯
二
〇
一
三
年
〔Park E

unsoon, 

C
om

m
unication through Paintings: A

 N
ew

 C
ontext to see the R

elationship of Paintings betw
een K

orea and Japan(I)

〕。The Poetry of 

Ink: T
he K

orean Literati T
radition 1392-1910, Paris: G

uim
et M

useum
, 2005. 

本
作
品
に
は
狩
野
永
真
安
信
に
よ
る
書
簡
が
付
属
す
る
。
安

信
の
書
簡
に
見
え
る
「
王
李
本
」
は
、「
李
王
家
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
注
16
の
板
倉
聖
哲
氏
の
論
文
に
よ
り
「
王
李
本
」
は
中
国
の
画
家
の
名

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

14　

板
倉
聖
哲
「
皇
帝
の
眼
差
し

―
徽
宗
「
瑞
鶴
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
六
四
号
、
二
〇
〇
四
年
。

15　

W
ish for Longevity: Joseon R

oyal C
ourt Paintings and Longevity as Show

n in the Ten-Fold Screen of Ten Longevity Sym
bols ow

ned by 

the Jordan Schnitzer M
useum

 of A
rt at the U

niversity of O
regon in U

.S.A
.

国
立
古
宮
博
物
館
で
二
〇
一
二
年
に
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮
王
室
王

世
子
痘
候
康
復
陳
賀
図
」
に
関
す
る
展
示
解
説
に
よ
る
。

16　

板
倉
聖
哲
「
朝
鮮
王
朝
中
期
・
十
長
生
図
」『
国
華
』
一
四
六
二
号
、
二
〇
一
七
年
。

17　

前
掲
注
12
。

18　

画
面
上
に
「
羣
僊
拱
壽
壬
寅
夏
題
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

19　

김
수
진
「
제
국
을 

향
한 

염
원: 

호
놀
룰
루 

아
카
데
미 

미
술
관 
소
장 〈
해
학
반
도(

海
鶴
蟠
桃)

〉 

병
풍
」『
미
술
사
논
단
』〔
美
術
史
論
壇
〕
第
二
八
號
、

二
〇
〇
九
年
〔Soojin K

im
, A

spiration tow
ard the G

reat E
m

pire: C
ranes and peaches held in collection of H

onolulu A
cadem

y of A
rts

〕.

20　

前
掲
注
12
、
七
九
頁
。

21　

前
掲
注
７

榊
原
氏
文
献
。
伝
金
弘
道
「
金
鶏
図
屏
風
」
に
つ
い
て
は
、
ギ
メ
美
術
館
に
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
当
時
の
日
本
風
の
屏
風
の
流
行
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
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22　

こ
の
作
品
の
存
在
に
つ
い
て
は
小
川
裕
充
、
板
倉
聖
哲
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録 

三
編 

第
一
巻 

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
篇
Ⅰ
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
（
作
品
番
号A

62-5

）
に
よ
っ
て
知
り
得
た
。
調
査
に
あ
た
り
、
デ
イ
ト
ン
美
術
館
のPeter D

oebler

氏
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
本
調
査
に
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
講
師
のK

im
 Soojin

氏
に
同
行
を
お
願
い
し
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
得
た
。

23　

前
掲
注
12
。

24　

강
민
기
「
근
대
전
환
기 

한
국
화
단
에
의 

日
本
画 

유
입
과
한
국
화
가
들
의 

일
본
체
험

―1890

년
대
부
더1910

년
대
까
지
」『
美
術
史
学
研
究
』

二
五
三
、
二
〇
〇
七
年
〔
姜
玟
奇
「
近
代
前
半
期
韓
国
画
壇
へ
の
日
本
画
流
入
と
韓
国
画
家
た
ち
の
日
本
体
験

―1890

年
か
ら1910

年
ま
で
」
／

강
민
기
「
近
代
転
換
期
韓
国
画
壇
의
日
本
画
유
입
과
수
용

―11870

년
대
부
더1910

년
대
까
지

―
」〔
近
代
転
換
期
韓
国
画
壇
の
日
本
画
流
入
と

受
容

―
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
（
弘
益
大
学
大
学
院
博
士
論
文
、
二
〇
〇
四
年
）。

25　

こ
こ
に
挙
げ
る
以
外
に
も
、
清
水
東
雲
、
久
保
田
天
南
、
山
本
梅
涯
な
ど
が
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
日
吉
守
の
回
顧
録
よ
り
わ
か
る
（
日
吉
守
「
朝

鮮
美
術
界
の
回
顧
」（
和
田
八
千
穂
、
藤
原
喜
蔵
共
編
）『
朝
鮮
の
回
顧
』）
近
沢
書
店
、
一
九
四
五
年
）。

26　

本
作
品
に
つ
い
て
は
、
第
一
高
等
学
校
の
校
長
を
務
め
た
木
下
広
次
宛
て
の
書
状
が
京
都
大
学
大
学
文
書
館
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら

木
下
に
購
入
を
依
頼
し
て
い
た
状
況
が
判
明
す
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
第
一
高
等
学
校
の
受
け
入
れ
と
な
る
（
井
戸
美
里
「
一
高
絵

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

―
一
高
の
教
育
理
念
と
「
歴
史
画
」
を
め
ぐ
っ
て
」『B

I

』vol. 7, 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）。

27　

天
草
神
来
に
つ
い
て
は
、
東
京
芸
術
大
学
と
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
に
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
作
品
が
残
っ
て
い
な
い
た

め
日
本
国
内
で
の
活
動
を
知
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、朝
鮮
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
前
述
注
24
の
姜
玟
奇
氏
の
論
考
お
よ
びYoungna K

im
, 

‘Artistic 

T
rends in K

orean Painting during the 1930s

’ , W
ar, O

ccupation, and C
reativity: Japan and E

ast A
sia, 1920-1960, U

niversity of 

H
aw

aii Press, 2001, pp.123.

28　

前
掲
25
の
日
吉
守
に
よ
る
回
顧
録
。

29　

同
右
。
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30　

韓
国
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
編
『
日
本
繪
畫
調
査
報
告
書 

昌
徳
宮
所
藏
』
一
九
八
七
年
。

31　

前
掲
注
24
姜
氏
論
文
（
二
〇
〇
四
年
、
八
三
頁
）。

32　

同
右
。

33　

同
右
。

34　

沈
南
蘋
の
花
鳥
図
は
、
日
本
美
術
協
会
の
主
催
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
「
古
画
」
の
部
に
多
く
出
品
さ
れ
て
い
る
。

35　

款
記
「
乾
隆
巳
未
清
和
月
華
人
沈
詮
撫
北
宋
筆
」「
皇
邦
画
院
法
眼
晴
川
養
信
重
摸
」
と
あ
る
。
安
村
敏
信
「
江
戸
時
代
諸
派
に
与
え
た
南
蘋
派
の

影
響
」『
日
本
の
美
術
』
三
二
六
号
『
宋
紫
石
と
南
蘋
派
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
三
年
お
よ
び
板
橋
県
立
美
術
館
図
録
『
我
ら
明
清
親
衛
隊
』
二
〇

一
二
年
を
参
照
。

36　

本
作
品
の
存
在
に
つ
い
て
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
五
味
俊
晶
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
元
旦
の
「
群
鹿
群
鶴
図
屏
風
」
は
東
博
本
と
構
図

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
金
銀
の
加
飾
が
多
く
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
よ
り
装
飾
性
を
強
め
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

37　

佐
藤
道
信
「
南
北
合
法
と
明
治
日
本
画
旧
派
」（『
大
庭
学
僊
と
明
治
前
期
日
本
画
』
展
図
録
、
下
関
市
立
美
術
館
、
一
九
九
一
年
、
一
一
七
頁
）。

38　

同
右
、
一
一
八
頁
。

39　

佐
藤
道
信
「
狩
野
派
の
終
焉
」（
青
木
茂
編
『
明
治
日
本
画
史
料
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
一
年
、
四
六
二
頁
）。
児
島
薫
「
幕
末
・
明
治

の
花
鳥
画
と
『
日
本
画
』
の
形
成
」（
辻
惟
雄
編
『
激
動
期
の
美
術
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
四
頁
）。

40　

前
掲
注
39
児
島
氏
論
文
、
二
二
五
頁
。

41　

こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
南
蘋
派
は
南
画
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
画
風
は
南
宗
と
さ
れ
る
こ
と
も
北
宗
と
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
点
で
あ
る
（
伊
藤
紫
織
、
博
士
学
位
論
文
『
江
戸
時
代
の
唐
画
』
第
四
章
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
六
―
一
三
八
頁
参
照
）。

42　

山
形
美
術
館 

長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

43　

井
原
雲
涯
編
『
日
本
南
画
集
覧
』
第
三
輯
、
晩
翠
軒
、
一
九
二
〇
年
所
収
。
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44　

古
作
勝
之
助
編
『
早
雲
画
譜
』
画
報
社
、
一
九
〇
一
年
所
収
。

45　
『
生
誕
一
九
〇
年　

野
口
幽
谷
』
展
（
田
原
市
博
物
館　

冬
の
企
画
展
示
同
時
開
催
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
三
日
―
二
〇
一
八
年
一
月
二
二
日
）
に

出
品
さ
れ
た
。

46　
『
和
亭
集
』
中
巻
、
国
華
社
、
一
九
一
二
年
所
収
。

47　

韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
以
外
に
も
『
絵
画
叢
誌
』（
一
九
一
五
年
一
月
、
十
頁
）
に
は
峻
南
に
よ
る
記
事
の
な
か
で
「
海
鶴
蟠
桃
図
」
を
描
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。

48　

大
熊
敏
之
「
写
実
か
ら
考
証
へ

―
明
治
二
十
年
代
の
日
本
美
術
協
会
の
絵
画
観
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
図
録
『
明
治
美
術
再
見
２

―
〈
日
本

画
〉
の
黎
明
』、
三
の
丸
尚
蔵
館
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

49　

細
川
潤
一
郎
「
写
生
画
ヲ
論
ズ
」（『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
二
七
、
一
八
九
〇
年
）。
注
48
の
大
熊
氏
論
文
を
参
照
。

50　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
こ
う
し
た
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
西
洋
絵
画
の
技
法
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
中
国
絵
画
の
写
生
的

な
指
向
そ
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
東
西
の
交
流
が
す
で
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
十
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
西
洋
の
影
響
が

な
い
ほ
う
が
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
沈
南
蘋
の
作
品
が
流
行
し
た
当
初
に
お
い
て
は
日
本
人
の
画
家
た
ち
が
そ
れ
ら
を
分
け
て
捉
え

て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

51　

前
掲
児
島
氏
注
39
論
文
、
二
二
八
―
二
三
七
頁
。

52　

R
osina B

uckland, Painting N
ature for the N

ation: T
aki K

atei and the C
hallenges to Sinophile C

ulture in M
eiji Japan, B

rill, 2012.

53　

同
右
。

54　

花
鳥
図
の
制
作
を
手
掛
け
た
の
は
も
ち
ろ
ん
旧
派
の
画
家
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
の
設
立
し
た
東
京
美
術
学
校
が
中
心
と
な

り
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
の
出
品
作
品
と
し
て
手
掛
け
た
鳳
凰
殿
に
お
い
て
、
そ
の
な
か
に
飾
ら
れ
た
各
時
代
の
様
式
に
対
応
す
る
絵
画
作
品
の
ほ
と

ん
ど
が
花
鳥
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
花
鳥
図
が
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
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で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
派
の
画
家
た
ち
の
手
が
け
た
花
鳥
図
は
沈
南
蘋
の
特
色
で
あ
る
濃
彩
に
よ
る
写
実
的
表
現
を
重
複
し
て
い
た
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。

55　
『
日
本
画
大
成
』
第
二
十
四
、
東
方
書
院
、
一
九
三
三
年
に
掲
載
。

56　

小
川
兼
三
郎
「
一
風
変
わ
っ
た
峻
南
翁
」『
絵
画
清
談
』
一
九
一
六
年
四
月
、
六
頁
。

57　
『
支
那
歴
代
名
画
論
評
』（
博
文
館
、
一
九
〇
〇
年
）
序
文
の
下
條
桂
谷
に
よ
る
序
に
見
え
る
。

58　
『
絵
画
清
談
』
四
（
四
）
一
九
一
六
年
四
月
、
七
頁
。

59　

前
掲
注
24
姜
氏
論
文
（
二
〇
〇
七
年
、
二
二
七
頁
）。

60　

同
右
。

61　

同
右
。

62　

中
谷
伸
生
「
捻
じ
れ
歪
ん
だ
日
本
の
文
人
画
研
究

―
「
大
成
者
」
の
大
雅
・
蕪
村
か
ら
竹
田
・
半
江
へ

―
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
八
、

二
〇
一
三
年
。

63　

荒
井
菜
穂
美
「
明
治
時
代
の
南
画
―
野
口
小
蘋
を
中
心
に

―
」『
文
化
交
渉　

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』
3
、
関
西
大
学
大
学
院
東
ア

ジ
ア
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
四
年
九
月
。

64　
『
絵
画
叢
誌
』
一
二
一
、
一
八
九
七
年
。

65　

前
掲
注
63
荒
井
氏
論
文
、
十
二
頁
。

66　

黄
ビ
ン
ナ
「「
朝
鮮
南
画
院
」

―
近
代
南
画
の
二
重
的
ト
ポ
ス
」（
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
20
世
紀
前
半
、
二
重
空
間
の
韓
国
に
生
き
た
日
韓
の
美

術
家
た
ち
』
報
告
書
、
二
〇
一
五
年
四
月
）。

67　

同
右
。

68　

喜
多
恵
美
子
「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
と
朝
鮮
に
お
け
る
「
美
術
」
受
容
」（『「
帝
国
」
と
美
術

―
一
九
三
〇
年
代
日
本
の
対
外
美
術
戦
略
』
国
書
刊
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行
会
、
二
〇
一
〇
年
）。

69　

前
掲
注
39
児
島
氏
論
文
、
二
四
六
頁
。

70　

佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
一
四
五
―
一
四
九
頁
。

71　

前
掲
注
68
喜
多
氏
論
文
。

72　

前
掲
注
24
姜
氏
論
文
（
二
〇
〇
四
年
、
五
八
―
五
九
頁
）。

73　

前
掲
『
絵
画
清
談
』（
四
（
四
）
一
九
一
六
年
四
月
）
に
、
峻
南
追
悼
と
し
て
甥
の
小
川
兼
三
郎
に
よ
る
「
一
風
変
わ
っ
た
峻
南
翁
」
に
見
え
る
。

74　

金
惠
信
『
韓
国
近
代
美
術
研
究　

植
民
地
期
「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
」
に
み
る
異
文
化
支
配
と
文
化
表
象
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
五
年
。
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Bird-and-Flower Paintings as Example of 'Oriental 
Painting': Japanese Painters Active in Korea in the 

1910s

by Misato IDO

Bird-and-flower paintings are a premier genre in East Asian art. Owing to 

their symbolism of the auspicious, they were executed for special occasions. In 

Japan it is common to see gilded folding screens and sliding doors depicting pine 

trees with birds and flowers that were produced in the sixteenth and seventeenth 

centuries. This current study delineates the circulation and transformation of the 

style and iconography of the ‘bird-and-flower paintings’ in East Asia by examining 

on the works of Japanese painters active in Korea ―particularly the Korean court 

― in the 1910s.

While the folding screen and the subject matter of bird-and-flower originated 

in China, it is well known that gilded screen paintings of birds and flowers were 

highly esteemed as diplomatic gifts from Japan to recipient in China and Korea. It 

is necessary therefore to explore the influence of this genre of paintings, 

including its styles and motifs, within the East Asian context. The first section of 

this study examines how the bird-and-flower paintings were exchanged among 

China, Korea, and Japan either as gifts or whatever purposes. The second part 

explores how the bird-and-flower paintings originated in China were circulated 

and transformed in Japan and Korea, specifically focusing on the two gilded 

screen paintings depicting “cranes and peaches,” which was a popular motif of 

the Joseon court. I also argue that the style and technique of Shen Quan (1682-

1760) was widely accepted in Japan to manifest “modernity” due to his realistic 

expression of sketch from life derived from Western technique in addition to the 

auspicious quality that bird-and-flower paintings possesses. Lastly, this study 

analyzes the process of discovering “oriental painting” by Japanese painters 
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affiliated with the “old school” within the context of Pan-Asianism. The traditional 

quality of bird-and-flower paintings can be reinterpreted as a means to establish 

an East Asian common ground that would justify Japanese assimilation policies in 

colonial Korea.




